
授業概要

修士学生の関心のある事柄を論文としてまとめていくことになるので、テーマと関係する既往研究については、積極的
に収集し、論点について研究していく必要がある。

関連する科目 「空間情報形成学特論Ⅰ」、「空間情報形成学特論Ⅱ」

開講キャンパス 都城キャンパス

科目コード 642526 配当学年 １－２年次

科目名称 [英語名称] 空間情報形成学特別演習　[Advanced Exercise on Information an
d Concept for Space Design]

単位数 8

開設学科 園芸学専攻

授業形態 講義

学位授与の方針
との関連 修士課程DP1教員氏名 岡島　直方

Minami    Kyushu    University    Syllabus

授業時間外の学修 各々予習、復習を30分～1時間程度必要とする。

授業の到達目標
自分が主張しようとしている内容が、既往研究のどのような点と関係があるか、またどのような点をさらに明らかにする
ことができるのか、について、説明できるようにしていく。

適宜示します。テキスト

大学院生が選んだテーマについてを主体と
して、内容のチェックを適宜行う。レポートな
どの課題を通じて、フィードバックを行う。

課題に対する
フィードバック

受講態度(50点)、レポート(50点)評価方法

適宜示します。

参考書

備考

授業計画

各段階は4回分実施する。

第１段階：オリエンテーション
第２段階：卒論と修士論文
第３段階：既往研究と研究構想（事例１）
第４段階：既往研究と研究構想（事例２）
第５段階：既往研究と研究構想（事例３）
第６段階：既往研究と研究構想（事例４）
第７段階：中間発表プレゼンテーション
第８段階：中間発表
第９段階：既往研究と研究構想（事例５）
第10段階：既往研究と研究構想（事例６）
第11段階：既往研究と研究構想（事例７）
第12段階：既往研究と研究構想（事例８）
第13段階：既往研究と研究構想（事例９）
第14段階：最終プレゼンテーション
第15段階：まとめ

（内容は大学院生の興味に応じて変化する。）
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授業の進め方と方法

テキストや配布するプリント、関連書籍などを読みながら進めていく。大学院生としてのテーマは、必ずしも授業計画に
登場するものが主題となるとは限らないであろうから、随時本人のテーマについて検討を行う。

実務経験
教員担当

アクティブ
ラーニング ○
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